
ー現在進行形の加害と被害を考えるー
化　学兵器とアジア化学兵器とアジア
【2018年度公開シンポジウム】

入場無料 ・申し込み不要 /定員 300 名

成蹊大学４号館ホール会　場

１４ ： ００～１７ ： ３０時　間

2018 年６月２３ （土）

アジア太平洋研究センター　TEL：0422-37-3549

東京都武蔵野市吉祥寺北町３－３－１　www.seikei.ac.jp/university/caps

( 吉祥寺駅下車、 北口バスのりば①・②番より約 5 分 「成蹊学園前」 下車 )

日

（開場 １３ ： ００）

< コメンテーター >

  林 公則（明治学院大学）

  「化学兵器被害／訴訟と今後の課題」
  渡邉 知行 ( 成蹊大学法科大学院 )　菅本 麻衣子 ( 弁護士・NPO 日中未来平和基金 )

  「中国における戦争加害」
  大谷 猛夫 ( 大東文化大学 )

  「化学兵器と日本の企業」
  北 宏一朗 ( 現代史研究家 )

  「ベトナム枯れ葉作戦と日本」
  原田 和明（北九州市立大学 )

< 登壇者 >

< 司　会 >
  渡邉 知行 ( 成蹊大学法科大学院 )


